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サムイ低炭素モデルタウンに向け
た再生可能エネルギー 



講演項目 

1. サムイ島の紹介 

2. サムイ島低炭素戦略のための再生可能エネルギー 



• 面積 227 km2 

• 人口 5万人超 
• 移民数 10万人 
• 観光客 年間100万人 

サムイ島の情報 

• 中心部には山や丘陵広がる。総面積の54% 
を占めており、居住に向かない。 
• 総面積の33% が平地  
• 8%が海岸  
• 5% が低地 

気候 
 
• 熱帯性気候 
• 平均気温 29 oC  
• 最高平均気温は4月と5月の 37 oC 
• 最低平均気温は12月と1月の21 oC 

商業施設 
• ホテルとリゾート施設 ~15,000室、店舗、住
宅 

経済価値 
 

• 観光業に依存 
• 来訪者および観光客の平均消費額は1
日当たり1人100米ドル  



タイ湾 

サムイの情報 

サムイへの交通 
•サムイフェリー乗り場経由のバス便 
•サムイ空港経由の航空便 
•サムイフェリー乗り場経由の自家用車 



BAU – 予測 : 2010 – 2030年 

目標設定 

サムイ低炭素ターゲット 



各地域、空港、フェリー乗り場、その他の主要地点を結ぶためにバス高速輸送（BRT）
システムを検討すべきである。 

結論 

・ サムイの交通需要は、モノレールのような高架
交通が必要なほど大きくない可能性がある。 

・ BRTの収容能力は適切で、初期費用と管理費用
はモノレールに比べて安い。 

・ カスタマイズされたバス車体のデザインを「低炭
素のサムイ」の象徴にできる。 

交通計画 



交通計画 

低炭素車– 2030年、未来の状況 



交通計画 

充電スタンド 

10カ所の充電ステーション  

   : 3台の充電装置、太陽光発電ルーフ、3台分の駐車スペースを
備えている。 



地域エネルギー計画 

50% 
 

本土から電力を送電– 海底ケーブル– 193 MW 

低炭素排出エネルギー源およびテクノロジーを利用してサムイで発
電可能な電力~ 100 MW 



地域エネルギーマネジメント 



地域エネルギーマネジメント 

チャウエン : マイクログリッドモデル 



太陽光発電所 
35 MW 

太陽光発電ソーラー
ルーフ50 MW ソーラー街灯(LED) 

可能性 

再生可能エネルギー 



再生可能エネルギー 

風力  



再生可能エネルギー 
小型水力発電 



サムイ島における太陽光、風力、水力発電可能量 

 



ご静聴ありがとうございました。 


